
 

 

 

 

 

 

 

 

 しばらく前ですが、アイドルグループの欅坂

46 のヒット曲に「黒い羊」という歌があります。

この歌詞の一部は、以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「黒い羊」とは、もともと心理学用語の「黒い

羊効果（Black Sheep Effect）」から来ている言葉

です。「羊」と聞くと、多くの人は白い羊をイメ

ージすると思います。白い羊の集団の中に、一

匹だけ黒い羊がいたら、かなり目立ちます。そ

こから「黒い羊効果」とは、集団において、一人

の存在が異質とされることをイメージします。

「黒い羊効果」は、「集団において一人を異質な

存在として排除すること」として理解されてい

るようです。 

 日本の学校教育は、集団で学習を行う一斉授

業形式です。学校には守るべきルールがありま

す。集団で一人だけ異質な行動をとれば、周囲

に迷惑をかけないように指導を受けることもあ

ります。この一斉形式をとることにより、誰も

が身に付けなければならないことを皆が身に付

けることができるようになるという考え方によ

るものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 しかし、その一方で、「黒い羊効果」により、

「異質だ」と排除することになると、皆同じで

個性がなくなります。 

では、個性を大事にするのであれば、他と違

っても良いのでしょうか。他と違うことを何で

も個性ということで片付けてしまっては、集団

で活動する意味がなくなってしまいます。 

子供たちの仲間づくりを見ていると、意見の

合う子同士で集団を作ることが多いと思います。

意見や考えが違うと同じ集団に入れてくれない

とか、酷いと仲間はずれなどいじめの対象にも

なりかねません。そこは、お互いに相手を理解

し合い上手に関わり合うことができることが大

事です。 

 さて、ここまでの話から、子供たちには、ま

ず、しっかり自分の考えをもち、自分の意見を

主張すると同時に、まわりと協調することがで

きるバランス感覚を身に付けていってほしいと

思います。 

時と場合を考え、自分の意見を出すときと皆

で協力するときの調節が上手にできているかど

うか御家庭でも話題にしてみてください。 
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 ♪黒い羊 そうだ 僕だけがいなくなれば

いいんだ そうすれば 止まってた針はまた

動き出すんだろう 全員が納得するそんな答

えなんかあるものか 反対が僕だけならいっ

そ無視すればいいんだ みんなから説得され

る方が居心地悪くなる 目配せしてる仲間に

は僕は厄介者でしかない♪ 

 


